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い
う
ま
で
も
な
く
、
国
政
選
挙
中
は
国
権
の
最
高
機
関
で
あ
る
国
会
の
一
部
が
機
能
せ
ず
、
閣
議
の
回
数
も
少
な
い
。
憲
法

で
議
院
内
閣
制
を
選
択
し
て
い
る
日
本
に
お
い
て
は
、
国
政
に
か
か
わ
る
重
要
で
、
と
り
か
え
し
の
つ
か
な
い
案
件
処
置
に
つ

い
て
は
当
然
、
こ
う
し
た
時
期
を
選
ぶ
べ
き
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
報
道
で
は
、
公
示
日
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
と
い
う
。 

な
お
、
こ
れ
ま
で
死
刑
に
つ
い
て
は
、
法
務
省
の
原
田
明
夫
前
刑
事
局
長
（
現
事
務
次
官
）
ら
が
「
議
論
す
る
こ
と
は
必 

 
 

要
」
と
繰
り
返
し
述
べ
て
き
た
言
葉
を
信
用
す
る
と
と
も
に
、
誠
意
あ
る
対
応
を
期
待
し
て
、
質
問
主
意
書
の
答
弁
期
間
を
法

定
の
七
日
間
か
ら
大
幅
に
延
長
す
る
こ
と
に
同
意
し
て
き
た
。
し
か
し
、
今
般
こ
う
し
た
信
頼
と
期
待
を
大
き
く
裏
切
る
事
態

に
立
ち
至
っ
た
可
能
性
が
強
く
、
今
回
の
主
意
書
に
対
す
る
答
弁
は
法
定
期
間
内
に
な
さ
れ
た
い
。 

一 

死
刑
執
行
の
事
実
確
認
に
つ
い
て 

総
理
大
臣
の
交
代
と
い
う
大
き
な
政
変
に
つ
な
が
っ
た
一
九
九
八
年
の
参
院
選
が
公
示
さ
れ
た
六
月
二
十
五
日
、
東
京
拘
置

所
と
福
岡
拘
置
所
で
、
死
刑
確
定
者
三
人
が
処
刑
さ
れ
た
と
報
道
さ
れ
た
。 

に
わ
か
に
信
じ
ら
れ
な
い
話
な
の
で
、
以
下
質
問
す
る
。 

（
1
） 

九
八
年
の
参
院
選
が
公
示
さ
れ
た
六
月
二
十
五
日
、
三
人
の
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
と
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ 

参
院
選
公
示
日
の
死
刑
執
行
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

三 

 



 

（
8
） 

各
拘
置
所
で
の
執
行
で
、
刑
務
官
ら
が
人
を
殺
す
こ
と
を
嫌
い
、
担
当
か
ら
外
し
て
ほ
し
い
と
願
い
出
た
ケ
ー
ス 

（
7
） 

各
拘
置
所
で
の
執
行
に
際
し
、
刑
務
官
ら
が
三
人
の
精
神
状
態
を
乱
し
た
り
、
三
人
に
暴
行
を
働
い
た
り
し
て
い

な
い
か
。 

（
6
） 

執
行
直
前
、
三
人
が
心
神
喪
失
に
陥
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か
、
確
認
し
た
か
。 

（
5
） 

三
人
の
死
刑
執
行
命
令
書
の
決
裁
に
際
し
、
執
行
を
停
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
心
神
喪
失
の
状
態
に
陥
っ
て
い

な
い
か
ど
う
か
、
各
拘
置
所
に
照
会
し
た
か
。 

（
4
） 

三
人
の
執
行
命
令
書
の
決
裁
に
際
し
、
法
務
当
局
は
刑
の
執
行
停
止
や
再
審
、
非
常
上
告
事
由
の
有
無
、
恩
赦
を

相
当
と
す
る
情
状
の
有
無
な
ど
に
つ
い
て
、
慎
重
に
検
討
す
る
た
め
、
判
決
と
確
定
記
録
の
内
容
を
精
査
し
た
か
。 

（
3
） 

三
人
の
執
行
に
際
し
、
下
稲
葉
法
務
大
臣
は
刑
事
訴
訟
法
に
従
い
、
間
違
い
な
く
執
行
命
令
書
に
署
名
し
た
か
。 

（
2
） 

報
道
に
よ
る
と
、
執
行
さ
れ
た
死
刑
確
定
者
は
島
津
新
治
、
村
竹
正
博
、
武
安
幸
久
の
三
人
と
さ
れ
る
が
、
そ
れ

ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
罪
で
、
死
刑
が
確
定
し
た
の
か
。
詳
細
に
示
さ
れ
た
い
。 

ど
の
く
ら
い
の
時
間
を
か
け
た
か
。 

た
が
、
事
実
か
。 

四 

 



 

二 

国
政
選
挙
に
つ
い
て 

（
6
） 

米
国
、
英
国
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
国
政
選
挙
の
期
間
中
、
行
政
の
重
要
案
件
は
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
わ
れ
て
い
る
か
。 

（
5
） 

国
政
選
挙
中
、
国
会
で
意
見
が
分
か
れ
て
い
る
案
件
は
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
べ
き
と
考
え
る
か
。 

（
4
） 

国
政
選
挙
中
、
国
会
で
意
見
が
大
き
く
分
か
れ
て
い
る
案
件
が
執
行
に
移
さ
れ
た
過
去
の
ケ
ー
ス
を
示
さ
れ
た 

い
。 

（
3
） 

国
政
選
挙
中
、
閣
議
の
回
数
が
少
な
く
な
る
の
は
な
ぜ
か
。
行
政
に
影
響
は
出
な
い
の
か
。 

（
2
） 

国
政
選
挙
の
期
間
中
、
改
選
を
迎
え
た
議
員
や
現
職
議
員
は
自
分
自
身
の
選
挙
や
自
党
候
補
の
応
援
に
没
頭
し
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。 

（
1
） 

政
府
は
国
政
選
挙
の
重
要
性
を
ど
の
程
度
認
識
し
て
い
る
か
。 

（
9
） 

三
人
の
執
行
に
立
ち
会
っ
た
検
察
事
務
官
は
刑
事
訴
訟
法
に
従
い
、
執
行
始
末
書
を
間
違
い
な
く
作
成
し
た
か
。 

は
な
か
っ
た
か
。 

執
行
始
末
書
に
検
察
官
と
監
獄
の
長
は
署
名
し
た
か
。 

五 

 



 

三 
法
務
省
の
人
事
異
動
な
ど
に
つ
い
て 

（
6
） 

六
月
二
十
五
日
夜
、
同
僚
議
員
ら
と
法
務
省
を
訪
れ
た
際
、
省
内
で
飲
酒
を
伴
う
懇
親
会
が
開
か
れ
た
様
子
が
う

か
が
わ
れ
た
。
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
懇
親
会
か
。
ま
た
、
死
刑
執
行
を
担
当
す
る
苦
悩
を
訴
え
る
元
刑

務
官
ら
の
書
籍
の
出
版
が
相
次
い
で
い
る
中
、
当
局
の
法
務
省
職
員
が
執
行
当
日
に
酒
を
飲
む
こ
と
は
相
当
な
行
為 

（
5
） 

六
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
六
日
に
か
け
て
、
原
田
前
刑
事
局
長
に
面
談
を
求
め
た
際
、
原
田
氏
は
「
す
べ
て
後
任

に
引
き
継
い
で
あ
る
」
と
の
理
由
で
拒
否
し
た
が
、
十
分
な
引
き
継
ぎ
が
な
さ
れ
て
い
る
と
確
信
し
て
い
た
の
か
。 

（
4
） 

六
月
二
十
六
日
に
松
尾
氏
と
面
談
し
た
際
、
死
刑
問
題
に
関
す
る
七
通
の
質
問
主
意
書
を
提
出
し
て
き
た
経
緯
、

内
容
を
ほ
と
ん
ど
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
引
き
継
ぎ
は
必
要
な
い
と
判
断
し
た
の
か
。 

（
3
） 

死
刑
執
行
に
か
か
わ
る
担
当
者
の
引
き
継
ぎ
は
十
分
に
な
さ
れ
た
か
。 

（
2
） 

三
人
の
死
刑
執
行
に
際
し
、
直
前
の
人
事
異
動
で
担
当
者
が
交
代
し
、
ミ
ス
が
発
生
し
た
事
実
は
あ
る
か
。 

（
1
） 
六
月
二
十
三
日
付
け
で
、
法
務
省
人
事
が
発
令
さ
れ
、
松
尾
邦
弘
氏
が
刑
事
局
長
と
な
っ
た
が
、
就
任
し
た
ば
か

り
の
刑
事
局
長
が
死
刑
執
行
命
令
書
の
決
裁
を
法
務
大
臣
に
求
め
た
の
か
。 

（
7
） 

米
国
で
、
大
統
領
や
国
会
議
員
の
選
挙
期
間
中
、
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
ケ
ー
ス
は
あ
る
か
。 

六 

 



 

四 
衆
院
法
務
委
員
会
で
の
質
疑
に
つ
い
て 

五 

質
問
主
意
書
の
答
弁
期
間
な
ど
に
つ
い
て 

（
1
） 

六
月
十
七
日
提
出
の
「
死
刑
制
度
な
ど
に
関
す
る
質
問
主
意
書
」
に
対
す
る
答
弁
期
間
は
、
「
し
っ
か
り
勉
強
し

て
答
え
た
い
」
な
ど
の
理
由
で
大
幅
に
延
長
し
、
一
カ
月
半
近
く
経
過
し
た
現
在
も
答
弁
書
は
提
出
さ
れ
て
い
な
い 

（
2
） 

五
月
十
三
日
の
衆
院
法
務
委
員
会
で
、
下
稲
葉
法
務
大
臣
は
死
刑
の
存
廃
に
つ
い
て
「
一
つ
の
流
れ
が
あ
る
こ
と

は
、
私
も
感
じ
な
い
わ
け
で
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
」
「
こ
れ
は
や
は
り
、
日
本
国
民
で
あ
る
我
々
、
そ
し
て
ま
た
国 

 
 

会
、
政
府
、
そ
の
辺
の
と
こ
ろ
で
大
い
に
議
論
し
て
お
決
め
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で
あ
ろ
う
、
こ
の

よ
う
に
思
い
ま
す
」
と
答
弁
し
て
い
る
が
、
国
会
議
員
が
議
論
し
た
く
て
も
物
理
的
に
で
き
な
い
国
政
選
挙
期
間
中

や
国
会
閉
会
中
に
死
刑
が
執
行
さ
れ
た
場
合
、
議
論
そ
の
も
の
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
と
も
答
弁
と
は

裏
腹
に
、
議
論
で
き
な
い
よ
う
に
死
刑
は
国
政
選
挙
期
間
中
や
国
会
閉
会
中
に
執
行
す
る
の
か
。 

（
1
） 
五
月
十
三
日
の
衆
院
法
務
委
員
会
で
、
六
人
の
委
員
が
死
刑
を
め
ぐ
る
問
題
を
取
り
上
げ
た
こ
と
を
ど
の
よ
う
に

受
け
止
め
て
い
る
か
。 

と
考
え
る
か
。 

七 

 



 

 

八 

が
、
本
当
の
理
由
は
「
勉
強
」
で
は
な
く
て
、
三
人
の
死
刑
執
行
命
令
書
の
決
裁
に
先
立
つ
法
務
省
刑
事
局
の
作
業

を
進
め
る
た
め
、
答
弁
を
先
延
ば
し
に
し
た
の
で
は
な
い
か
。 

（
2
） 
国
政
選
挙
の
公
示
日
は
、
ど
の
政
党
も
候
補
も
国
民
の
間
に
広
が
る
不
安
や
不
信
に
、
明
快
な
政
策
を
提
示
す
る

こ
と
で
安
心
と
信
頼
を
と
り
も
ど
す
た
め
に
全
精
力
を
傾
け
て
選
挙
運
動
を
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
特
別
の
意
味
を

持
つ
日
に
死
刑
執
行
が
あ
り
得
る
と
い
う
な
ら
、
元
旦
や
国
民
の
祝
日
に
も
執
行
は
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
に
な
ら

な
い
か
。 

（
3
） 

今
後
も
国
政
選
挙
期
間
中
に
死
刑
を
執
行
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
。
あ
る
な
ら
「
あ
る
」
、
な
い
な
ら
「
な
い
」

と
答
え
ら
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


